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 要 旨   
この論文の目的はアルコール消費と婦人科癌のリスクについての文献の知見をまとめるこ

とである。Medline によって 2009 年 3 月までに公表されたアルコール飲料の消費量と子宮

頚癌/体癌、子宮内膜癌、卵巣がん、膣癌、外陰癌との関連について検討されたコホートや

ケースコントロール研究を対象とした。交絡要因についての情報を持つ、一般集団を対象

とした前向き研究は少なく、特に子宮頚がん、体癌、外陰癌、膣癌で少なかった。幾つか

の登録研究では子宮頚癌、外陰癌、膣癌のリスクはアルコール依存症者のほうが一般集団

より高いことが報告されている。しかし、それらの知見は交絡要因を調整した一般集団で

の研究では確認されていない。子宮内膜癌、体癌、卵巣がんはアルコール消費とは関連は

なさそうである。アルコールの量や飲料別（ワイン、ビール、蒸留酒）と他の危険因子と

の相互作用を検討した研究ではアルコールと婦人科癌との間の関連を認めることはできな

かった。現在までのエビデンスでは、いつくかの点では不十分であるが、婦人科癌のリス

クとアルコール消費量とは関連がなさそうであることを示唆している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




